















































































































National Institute for Educational Policy Research
毎時間，毎学期，毎学年で
培った振り返る力を生かす
　もし,キャリア・パスポートに関わる取組を子供たちに「学期末や年度末に1時間だけを使って書かせて終わり」
という内容にするなら，とても負担感が多いものになってしまうことでしょう。何もせずに学期末や年度末を迎え
てしまうと，子供たちの記憶も薄れてしまっており，なかなか書けずに苦しむ子も出てきてしまうかもしれません。
　むしろキャリア・パスポートを活用していく上では，日々の教育活動の中で培われていく振り返る力と関連付
けることを意識したいところです。これは新しいことを始めるというわけではなく，各教科・領域における活動の
中にある，自身の考えを振り返ったり，表現したりする機会を活用することを意味しています。
　例えば，大館ふるさとキャリア教育では，各校の日常の中で行われる振り返り（各教科等の授業やファイルへの
活動記録のまとめ等）と，その場面で培われた振り返る力を基盤にしながら，「キャリアノート」を書くことが行われ
ていました。こうした日々の活動と，ある程度の時間を取ってキャリア・パスポートを書く活動とを，キャリア教育
の視点から一体的に捉え，いずれも振り返る力を培うものとして計画類に位置付けることが大切です。
　キャリア教育リーフレットシリーズ 特別編のキャリア・パスポート特別編 第1号でも御紹介したとおり，2020
年からの学習指導要領においては，振り返りが重視されています。また，同学習指導要領が何を学んだかととも
に，何ができるようになるかも意識されていることに鑑みれば，日々の授業でできるようになった「振り返り」こそ
がキャリア・パスポートを書くための基盤になるよう，意識しつつ指導することが大切です。
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